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1.はじめに 事業概要

ただし、樹脂等の市場価格が安く、管理工数・コストが高まれば採算割れとなり、
インセンティブが意味をなさない恐れがある

供給不安定

J-FAR実証事業で明らかになった
「樹脂・ガラスリサイクルの主な課題」

品質のバラツキ制御 高コスト

解体事業者等向けの「資源回収インセンティブ制度」の導入を検討中

供給安定（参画者増）コスト低減（補填）品質のバラツキ制御

この制度が実施されれば、
「コスト面・供給面」の課題は解消に近づくものと想定される

本事業ではより多くの解体事業者等が樹脂リサイクルに容易に参画できるよう、

的確で効率的な樹脂等のリサイクル管理モデル「重量テーブルモデル」を検証

GOAL
事業者の参入障壁の低減を実現し、

これまでのJ-FAR実証事業の「本格的な社会実装化」進展の一助となることを目指す

・2017年度より樹脂等リサイクルの高度化に関する各種実証事業を実施

課題



1.はじめに 事業概要

• インセンティブ制度の運用時には、解体業者にて車台毎に「取外し部品重量」の測定は非現実的。

• 「ASR基準重量と取外し部品重量」に相関が認められれば、その相関式（＝みなし重量テーブ
ル）を適用した運用（取外し部品重量＝ASR減量重量）ができる。

近似値直線
近似値直線

相関あり
相関なし
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R2 評価

0～0.3未満 ほぼ無関係

0.3～0.5未満 非常に弱い相関

0.5～0.7未満 相関がある

0.7～0.9未満 強い相関

0.9以上 非常に強い相関

近似値直線
近似値直線

相関高い
相関低い

図.散布図例

検証にあたっては、
相関度合いについ
て「R2（決定係数）：
0.5」を一つの目安
に置いた。
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1.はじめに 事業概要

項目 内容

事業の
背景

➢樹脂・ガラスリサイクルの主な課題は「品質のバラツキ制御、高コスト、供給不足」。
➢資源回収インセンティブ制度により、「コスト面、供給面」は解消に近づくと想定
➢樹脂等の市場価格が安く、管理工数・コストが高まれば、インセンティブ制度が機能しない恐れがある

課題と
ゴール

➢ より多くの解体事業者等が樹脂リサイクルに容易に参画できるよう、的確で効率的な樹脂等のリサイクル管理モデ
ルを検討する必要。ある程度の精度を保ちつつ、工数も大幅削減できる「重量テーブルモデル」を検証する

2022年度

項目 実施概要

（1）解体・破砕事業者選定 ➢ 解体事業者16社、破砕事業者1社を選定

（2）手順書作成（回収部品の選定、
実施方法の指定）

➢ 回収部品の選定

➢ 部品回収手順書の作成

（3）解体・破砕事業者による
樹脂回収・重量測定（年2回）

➢ 1回目回収は7月～10月

➢ 2回目回収は11月～12月

（4）再生事業者による重量測定
・品質確認

➢ （3）で回収した樹脂部品から再生材を製造、物性を計測

（5）重量テーブル検討
➢ 1部品当たりの部品重量を車台毎のASR基準重量と突き合わせて、重量テーブルモデル
を検討する

2023年度

（1）回収解体・破砕事業者による
樹脂回収・重量測定（年2回）

➢ 3回目の回収は5月～8月に実施済み

➢ 4回目の回収は8月～11月に実施済み

（2）重量テーブル検討
➢ 1部品当たりの部品重量を車台毎のASR基準重量と突き合わせて、
重量テーブルモデルを検討する

（3）再生事業者による重量測定
・品質確認

➢ （1）で回収した樹脂部品から再生材を製造、物性を計測

（4）解体・破砕事業者へのアンケート
➢ 本実施内容での社会実装に対する意見・要望等
➢ 簡易マニュアル案に対する意見・要望等
➢ 樹脂・ガラスリサイクル事業に対する参画意向の有無、参画に必要なポイント等

（5）簡易マニュアル作成
【解体事業者】回収対象樹脂部品の効率的な取り外し方法、PP判別方法の提示
【破砕事業者】樹脂リッチな資源材料の抽出

今回報告内容
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2.事業の実施体制

（株）矢野経済研究所
（一社）日本自動車リサイ

クル機構
（JAERA）

全体統括・各種調整・会議運営、工
数計測等の各種結果分析・取纏め、
報告書等各種資料作成

実証参画事業者調整と取纏め、
アンケートの実施・取纏め、報告書
等各種資料検討

いその（株）
協和産業（株）

代表事業者・共同実施者

重量計測、品質確認、報告書
等各種資料検討

（一社）日本自動車工業
会（自工会）

（公財）自動車リサイクル
促進センター（JARC）

アドバイザー

データテーブル作成、計測等各種結

果分析アドバイス
実証用簡易システム開発

支援、移動報告システム反映検討

外注先

解体・破砕事業者

作業内容の入力、工数等の計測等



3.2023年度事業実施概要

• 計画通りに事業を実施。

7

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

提案時計画

3月末計画

実績 完了

提案時計画

3月末計画

実績 完了

提案時計画 分析 分析 分析 分析 分析 分析 分析

3月末計画

実績 完了

提案時計画

3月末計画

実績 完了

提案時計画

3月末計画

実績 完了

提案時計画

3月末計画

実績 完了

提案時計画

3月末計画

実績 完了

提案時計画

3月末計画

実績 完了

（4）

アンケート実施
100%

（5）

簡易マニュアル作成
100%

（6）

報告書作成
100%

（3）

再生事業者による重量

測定・品質確認

100%

100%

（2）

重量テーブル検討
100%

項目
2月末進

捗状況

2023年度

（1）

解体・破砕事業者によ

る樹脂回収・重量測定

100%

100%
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3.2023年度事業実施概要（2022年度事業の課題と2023年度結論）

項目 2022年度の結論・課題 改善策 2023年度結論

（2）
重量テー
ブル検討

（3）
再生事業
者による重
量測定・
品質確認

バンパー
➢ バンパーの回収重量は

ASR基準重量に対して
比較的高い相関。

➢ 2022年度の結論が正
しいか2023年度も継続
して検証を行う。

➢ 2022年度の結論通り、バンパーの回収重量
はASR基準重量に対して比較的高い相関。

内装

➢ 内装の回収重量はバン
パーに比べASR基準重
量との相関が低い。

➢ 内装は相関が取れている
解体事業者もいれば、取
れていない事業者もいる。

➢ 室内面積比率に比例し
重量が大きくなり、かつ
重量比率が高い部品を
必須回収とすれば相関
が取れる可能性。

➢ C・Dピラー、ドアスカッフプレート、カーゴトレ
イ、バックドアトリムの4部品を必須回収部
品とし、内装の相関度が上昇した。

バンパー・
内装共通

➢ 異物除去方法により相
関が取れない場合が発
生。

➢ 相関ありとするための推
奨除去方法を取りまとめ、
マニュアル作りに活用。

➢ 異物の除去方法の周知により、再生事業
者の所感として、バンパーでも内装でも3回
目・4回目の回収品は2022年度よりも異
物が少なかった。

➢ 自動車リサイクルシステム
実装を想定した簡易な
チェック項目の設定。

➢ 回収チェック項目パター
ンを検討のうえ、対応を
検討。

➢ バンパーは、トライアルではフロント・リア共に
回収対象としたが、インセンティブ回収が片
側だけとなるケースが想定（片方は中古部
品）。実回収重量に近いみなし重量運用
には、回収の入力はフロント・リア分けての入
力が必要となる。

➢ 最低でもフロントバンパー、リアバンパー、内
装のチェックが必要となる。

（4）
解体・破
砕事業者
への

アンケート
➢ 樹脂部品を回収したことのない解体

事業者の参画を促進する活動が必
要。

➢ 解体事業者の意向、疑
問、不安点等を確認す
るアンケート実施。

➢ インセンティブ制度の詳細説明や、採算面
の説明など適切なサポートが行えればインセ
ンティブ参加社は200社以上となる可能性
あり。

➢ 樹脂部品回収の簡易マ
ニュアル作成。

➢ アンケートに付随して簡易マニュアルを配布
した。

（5）
簡易マニュ
アル作成

• ゴールであるバンパー・内装の「重量テーブルモデル」の基礎検証は完了。



4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（内装で必須回収4部品の設定）

• 外装1部品、内装9部品を選定。

• 外装1部品は2022年度も2023年度も必須回収。

• 内装は2023年度に必須回収4部品を設定（C・Dピラー、ドアスカッフプレート、カーゴトレイ、バッグドアトリム）。

3車格
（軽・普通・SUV/ミニバン）

各車格10～15台

外装1部品、
内装9部品

年間2回

9

フロント リア Aピラー Bピラー
C・D

ピラー

インパネ

カバー

カウル

サイド

トリム

メーター

カバー

ドア

スカッフ

プレート

コラム

カバー

カーゴ

トレイ

シート下

トレイ

バッグド

ア

トリム

2023年度 〇 〇 ▲ ▲ 〇 ▲ ▲ ▲ 〇 ▲ 〇 ▲ 〇

【〇】：必須回収部品

　　　　　ただし、「その車両に搭載されていない」、「回収したらPP以外の素材の部品」という場合は回収できなくても良く、

         当該車両を回収対象車両に含めてよい。カーゴトレイ、バックドアトリムは搭載されていない場合も多い。

【▲】：2022年度実証と同じルールで作業（各解体事業者の判断で回収する）

項目

バンパー 内装部品



4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（異物除去方法の改善）

• ヒアリングやデータ分析から、異物の除去方法が相関に影響を及ぼすことが判明。

• 異物除去方法について、2022年度の結果から異物が多く残っていた解体事業者に対して改善提案を
行った。ただし、異物除去のため、本体の一部もカットすることによる回収品の重量減少については、各
事業者の作業方法が異なるため統一化が難しい。

メーターカバー バックドアトリム カーゴトレイ

ピラー

バンパー

ドアスカッフプレート

マジックテープ

金属の補強材

スポンジ

クリップ

クリップ

ウレタン

クリップ
シール

シール

不織布 10

除去対象の異物について（一例）



2022年度

（1・2回目）

2023年度

（3・4回目）

2022・2023年度

（1～4回目）

全体 0.62 0.56 0.59

a 0.68 0.47 0.57

b 0.65 ー 0.65

c 0.58 0.55 0.57

d 0.75 0.63 0.70

e 0.62 0.57 0.58

f 0.46 0.72 0.59

g 0.72 0.63 0.65

h 0.46 0.55 0.51

i 0.67 0.45 0.56

j 0.66 0.66 0.64

k 0.71 0.79 0.75

l 0.68 0.54 0.60

m 0.51 0.51 0.51

n 0.65 0.40 0.50

o 0.56 0.51 0.53

p 0.57 0.66 0.62

※1:R2＝0.3～0.5を赤、0.5以上を緑で表示

※2:p値＝0.05以下を緑で表示

外装の決定係数（R2）※1

y = 0.0172x + 3.0159
R² = 0.5619
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y = 0.0179x + 2.9297
R² = 0.5919
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y = 0.0186x + 2.8566
R² = 0.6209
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4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（バンパー）

• バンパー回収重量は2022年度と同様に2023年度もASR基準重量に対して、比較的高い相関。
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2022・
2023年度



2022年度

（1・2回目）

2023年度

（3・4回目）

2022・2023年度

（1～4回目）

2022年度

（1・2回目）

2023年度

（3・4回目）

2022・2023年度

（1～4回目）

全体 63% 68% 65% 0.32 0.44 0.37

a 70% 73% 71% 0.36 0.74 0.52

b 68% ― 68% 0.66 ー 0.66

c 61% 71% 66% 0.56 0.41 0.49

d 72% 71% 71% 0.77 0.72 0.72

e 53% 70% 61% 0.29 0.69 0.40

f 58% 59% 59% 0.20 0.16 0.20

g 64% 63% 63% 0.17 0.60 0.38

h 46% 66% 58% 0.36 0.71 0.51

i 68% 71% 69% 0.60 0.51 0.55

j 66% 67% 67% 0.28 0.44 0.35

k 70% 72% 71% 0.70 0.73 0.40

l 69% 72% 71% 0.83 0.74 0.77

m 41% 49% 44% 0.04 0.01 0.02

n 64% 67% 66% 0.54 0.69 0.61

o 50% 60% 57% 0.03 0.36 0.17

p 71% 74% 73% 0.72 0.66 0.64

※1:2022年度と比較し2023年度に回収率が上昇を黄色表記

※2:R2＝0.3～0.5を赤、0.5以上を緑で表示

※3:p値＝0.05以下を緑で表示

必須回収4部品回収率※1 内装の決定係数（R2）※2

y = 0.0361x + 0.1661
R² = 0.3747
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4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（内装）

• 内装は必須回収4部品を設定し、15社中、13社で必須回収4部品の回収率が向上。

• 必須回収4部品の回収率が増加し、内装の回収重量はASR基準重量に対して相関度が上昇。

y = 0.0315x + 0.7412
R² = 0.3221
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4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（重量テーブル活用イメージ案）

13

数百台規模の回収トライ
アルデータの集計

数百台規模のデータ
の確認イ

ン
セ
ン
テ
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ブ

登
録
時

解体・破砕事業者 自動車メーカー

1台ごとに回収部品
の詳細なチェック

y = 0.0349x + 0.3423
R² = 0.3575
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内装重量テーブル（仮）

本事業で実現したこと

入力画面イメージ

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

運
用
時

入力画面イメージ

本事業の重量テーブルを適用
可能でトライアル数削減

1台あたり3つのチェックで運用可
能、樹脂回収の管理工数の削減

チェック項目が多く、入力デー
タの正確性の問題

• バンパーは「解体事業者によるばらつきは低い」ことから、解体事業者共通の相関式を適用可能。

• 内装は「部品の取外し度（≒総取外し重量）が相関に影響」することから、小規模のトライアル結
果を共通相関式に反映したものを各社毎のテーブルで運用できる見込み。

相関式で実運用する場合の本事業開始前の想定

当初、相関式の実運用では「解体事業者毎に
事前に、昨年・本年の検証と同規模のトライ

アルが必要。」と想定。
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R² = 0.4046

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0% 20% 40% 60% 80% 100%

xの
係
数
a

回収率

回収率とxの係数a：2023年度

y = 0.05265x - 2.1625

0

5

10

15

20

25

30

35

0 100 200 300 400 500 600 700

決
定
係
数

回収率

特定企業の内装重量テーブル

4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（重量テーブル活用イメージ案）

• バンパーは解体事業者共通の相関式。

• 内装は各者の回収率のばらつきが大きいため、個別の重量テーブルを適用。傾きを導きだすために必須回収4
部品の回収率及びASR基準重量に対しての平均回収重量を申告してもらいy＝ax+bの式を求める。
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外装（解体事業者共通の相関式） 内装（小規模トライアルを共通式に反映）

回収率80％の場
合のxの係数aは

0.05772

1 

必須回収4

部品の回収
率からxの係
数aを導く

2 

平均ASR基

準重量及び
平均回収重
量から切片
を導き出す

平均ASR基準重量が250kg、
平均回収重量が11kgの場合

11=0.05772*250+b
b＝-3.43

※1・2023年度回収データより作成。実際の運用で上記データを用いるわけではなく、イメージ
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4、助成事業実施方法及び実施状況
（2）重量テーブル検討（重量テーブル活用イメージ案）

• 本事業で得られた重量テーブルモデルをベースに樹脂の促進につなげる。
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自動車リサイクルシステム（JARC）

資源回収インセンティブ責任会社

・素材リサイクル業者引取実績管理

・解体インセンティブ受領管理

素材引取時計量

月度報告
見なし部品取り

実績
(義務者別)

月度報告
素材

引渡実績

③ASR基準重量補正

実重量計量値

見なし値

＜解体事業者＞

樹脂・ガラス回収

車台番号

樹脂

フロント
バンパー

リア
バンパー

内装

ABC・・・ □ □ □

DEF・・・ □ □ □

GHI・・・ □ □ □

JKL・・・ □ □ □

【車台ごとの部品取り作業入力】
②樹脂/ガラス取

り作業日報

＜リサイクラー＞

検収伝票
（引取量記載)

月度素材
引渡量報告

【月度素材引渡実績報告】素材引取り
検収伝票 月度解体

インセンティブ
コンソシアム
支払い額

義務者別
按分率
テーブル

義務者別月度実績処理
月度支払い額
×按分率

支払実績の
義務者別重量
テーブルへの反映

支払通知

ガラの移動

紐付重量（移動報告）

破砕事業者
又は

全部利用者

①見なし重量
テーブルを事前に
作成

④引取実績との突合
⇒重量テーブル
の定期的補正

ASRチーム⇔各義務者

・資源回収インセンティブ請求/支払

義務者別
インセンティブ
請求額算出

コンソシアム
インセンティブ
額算出

請求

自動車リサイクルシステム実装後のイメージフロー図（案）



4、助成事業実施方法及び実施状況

（3）再生事業者による重量測定・品質確認

項目 ポイント

比重 タルク量やゴム量等によるバラツキを評価する。

MFR・収縮率 成形性の観点から評価する。

機械物性
強度（引張降伏強度）、剛性（曲げ弾性率）、
衝撃性（シャルピー衝撃強さ（常温・低温））を評価する。

蛍光X線 化学物質管理の観点で評価する。

• バンパー、内装、破砕由来回収品について一般機械物性・SOCの測定を行った。

• どの物性値もバラツキは想定の範囲内であった。

16

由来元 項目 評価結果
解体由来
バンパー

比重 バラツキは想定の範囲内。
MFR・収縮率 想定の範囲内。
機械物性 想定の範囲内。
蛍光X線 全臭素は想定の範囲内。

解体由来
内装部品

比重 バラツキはバンパーより大きいが、想定の範囲内。
MFR・収縮率 想定の範囲内。
機械物性 想定の範囲内。
蛍光X線 全臭素はバンパーより多い傾向にあり、使用時には留意が必要。

破砕由来
回収品

比重 破砕由来としては想定の範囲内。
MFR・収縮率 破砕由来としては想定の範囲内。
機械物性 破砕由来としては想定の範囲内。
蛍光X線 全臭素は「解体・内装」と同レベルで、使用時には留意が必要。

表.物性評価結果

表.自動車メーカーが評価する物性項目とポイント



4、助成事業実施方法及び実施状況
（3）再生事業者による重量測定・品質確認

• バンパーの物性測定結果を以下に示す。
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図.バンパーの物性測定結果



4、助成事業実施方法及び実施状況
（3）再生事業者による重量測定・品質確認

• 内装の物性測定結果を以下に示す。
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図.内装の物性測定結果



4、助成事業実施方法及び実施状況
（3）再生事業者による重量測定・品質確認

• 破砕事業者が回収した樹脂の物性測定結果を以下に示す。
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図.破砕事業者が回収した樹脂の物性測定結果
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項目 内容

目的
資源回収インセンティブ制度の導入を見据え、樹脂部品のリサイ
クル参画意向を確認するため。

アンケート対象 自動車解体事業者

実施時期 2023年8月～9月

アンケート形式
送付：アンケート用紙の郵送
回答：①Web、②郵送、③FAX

送付数 3,437社

回答数 384社

回答率 11％

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（解体）
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番号 主な質問

1 年間のELV処理台数

2 再生材向けにPP部品を回収しているか

3 回収している場合の回収規模

4 資源回収インセンティブ制度に参加したいか

5 参加したくない理由

6 判断ができない場合、どのようなサポートがあれば良いか

7 インセンティブ制度に対する意見（自由記述）

8 参加したい解体事業者に対して今後設備投資を行うか

9 設備投資の詳細な内容

10 希望販売価格（インセンティブ価格含む）

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（解体）



現状再生材向けにPP樹脂

部品を取り外しているか

今後資源回収インセンティ

ブに参加したいか

参加したい人に対して、今後

設備投資を行うか

回収中, 41

回収してい

ない, 343

0

50

100

150

200

250

300

350

400

参加したい, 

117

判断ができない, 

219

参加しな

い, 48

予定がある, 

40

予定がない, 

77

65

18

19

27

その他

保管スペースがない

採算が合わない

手間がかかる

参加しない理由

153

209

310

設備支援（機器貸与、
情報提供）

制度・回収方法の説
明

回収・販売ネットワー
ク構築

どういったサポートがあれば資源回収
インセンティブに参加するか

384

7

7

12

41

68

PP以外の素材もインセン
ティブ対象としてほしい

人員不足

その他

採算面に不安

インセンティブ制度の詳細
な説明が必要（買取価格、

一次二次解体方法、回収基

準、輸送頻度、輸送時の形
状等、日本語以外でも説

明）

インセンティブ制度に対する意見
（自由記述 概要）（130社記入）

7

11

19

20

ニブラ

破砕機＋浮沈選別機

破砕機

異物除去台・工具

設備投資内容

• インセンティブに参加したいが117事業者、現時点で判断ができないも合せると336事業者ある。
解体事業者の要望は回収・販売ネットワーク構築や、制度・回収方法の説明である。

22

インセンティブ制度に関する詳細説明や、採算面の説明など適切なサポートが行えれ
ばインセンティブ参加社は200社以上となる可能性がある。

336
（回答の98％）

117
（回答の34％）

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（解体）



31～50円/㎏, 

29, 7%

51～70円/㎏, 

54, 14%

71～90円/㎏, 

58, 15%

91～110円/㎏, 

131, 34%

110～150円/㎏, 

13, 3%

200～300円/㎏, 

22, 6%

300～500円/㎏, 

10, 2%

1000円/㎏以

上, 3, 1%

その他コメント及び

未回答, 70, 18%

【384社】販売希望価格（インセンティブ含む）

• 希望販売価格は、91～110円/㎏が最も多かった。
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4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（解体）



24

項目 内容

目的
資源回収インセンティブ制度の導入を見据え、樹脂素材のリサイ
クル参画意向を確認するため。

アンケート対象 自動車破砕事業業者

実施時期 2023年8月～9月

アンケート形式
送付：アンケート用紙の郵送
回答：①Web、②郵送、③FAX

送付数 69社

回答数 31社

回答率 45％

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（破砕）
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番号 主な質問

1 年間の廃車ガラ処理台数

2 再生材向けにPPリッチな素材を回収しているか

3 回収している場合の回収規模

4 資源回収インセンティブ制度に参加したいか

5 参加したくない理由

6 判断ができない場合、どのようなサポートがあれば良いか

7 インセンティブ制度に対する意見（自由記述）

8 参加したい破砕事業者に対して今後設備投資を行うか

9 設備投資の詳細な内容

10 希望販売価格（インセンティブ価格含む）

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（破砕）



• インセンティブに参加したいが8事業者、現時点で判断ができないも合せると28事業者ある。破
砕事業者の要望は選別工程・設備等の情報やインセンティブの詳細な説明が多かった。
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インセンティブ制度に関する詳細説明や、選別工程・設備情報の提供等の適切な
サポートが行えればインセンティブ参加社が増加する可能性がある。

現状再生材向けにPP樹脂

部品を取り外しているか

今後資源回収インセンティ

ブに参加したいか

参加したい人に対して、今後

設備投資を行うか

回収中, 3

回収して

いない, 

28
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制度説明

設備等の情報・補助

どういったサポートがあれば資源回収
インセンティブに参加するか

31

1

5

手選別のための作業
工程整備

重ダスト残渣物の破
砕機＋風力選別＋浮

沈選別機

設備投資内容

コストパフォーマンスが悪い。設備費用、人

員問題。

再生プラ市場を成熟させるための規格化

ASR再資源化工程より樹脂回収実施、破

砕業で回収するかは未定。

PP素材を回収できる工程でない

1

1

3

8

PP以外の素材もインセン
ティブ対象としてほしい

カロリー減少への懸念

採算面に不安

インセンティブ制度に関する
説明、選別工程・設備投資

に対する情報提供

インセンティブ制度に対する意見
（自由記述 概要）（13社記入）

28
（回答の90％）

8
（回答の26％）

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（破砕）



• 希望販売価格は、26～30円/㎏が最も多かった。

27

11～15円/㎏, 2, 

6%

21～25円/㎏, 2, 

6%

26～30円/㎏, 9, 

29%

50～60円/㎏, 3, 

10%
60～70円/㎏, 3, 

10%

120円/㎏, 1, 3%

その他コメント及び

未回答, 11, 36%

【31社】販売希望価格（インセンティブ含む）

4、助成事業実施方法及び実施状況
（4）解体・破砕事業者へのアンケート（破砕）



4、助成事業実施方法及び実施状況
（5）簡易マニュアルの作成

• 解体事業者向け、破砕事業者向けの簡易マニュアルを作成し、アンケートに情報を掲載した

28



29

4、助成事業実施方法及び実施状況
（5）簡易マニュアルの作成



30

5、現時点で把握している課題及び想定される解決方法

項目 課題 解決方法

(1)
インセンティブ制
度の詳細説明

➢ 解体事業者・破砕事業者へのアンケート
から、多くの解体事業者・破砕事業者が
資源回収インセンティブ制度に参加するか、
制度の詳細を把握していないため、現状
では判断ができない状況である。

➢ 日本自動車工業会が全国の解体事業者・
破砕事業者向けの説明会を2024年3月に
実施した。これにより制度の詳細な内容や、
参加のために必要な要件等が周知され、解
体事業者・破砕事業者の参加を後押しする
こととなると考える。

(2)
中小の解体事
業者も参加でき
る環境形成

➢ 中小規模解体事業者も参加しやすい環
境となるためのグループ（コンソーシアム形
成）が必須。

➢ ELVの年間処理台数1万台レベルの大手
解体事業者で破砕機を保有する事業者
であれば単独でのインセンティブ参加は可
であるが、中小規模解体事業者は物量
面等から単独での参加が難しい。

➢ 中小解体事業者の規模でも資源回収イン
センティブに参加可能とするためには、近隣の
解体事業者との連携等を想定したいくつかの
モデルケースとなるパターン及びそのパターン
毎の工程別管理・実作業内容を提示する
必要がある。

(3)
自動車リサイクル
システムでの簡
易なチェック項目

の設定

➢ JARSへの登録時、回収品のチェックが煩
雑になると解体事業者・破砕事業者の作
業負荷が大きくなってしまう。

➢ 簡易的なチェック項目の設定とする必要が
ある。

➢ 解体事業者へのヒアリングにおいて、1台につ
き、フロントバンパー、リアバンパー、内装レベ
ルのチェックであれば対応可能という意見が
聞かれた。

➢ 内装については、共通の相関式は適用でき
ないが、必須回収4部品の回収比率から各
社の重量テーブルの算出が可能である。これ
により内装それぞれのチェックを行わずとも重
量管理が可能な見通しである。
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